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論文の内容の要旨

1. 毘的

走幅跳は助走、踏切、空中、着地の 4局面からなる運動であり、特に助走から路切への踏切準備および踏

切動作の改善や習得が重要なトレーニング課題になる。走幅跳の技術トレーニングにおける補助的手段につ

いて言及したものはあるが、実際の効果に関する科学的な裏づけはなし」 トレーニングにおいて用いられる

代表的な補助的手段に踏切地点に設置した傾斜板からの跳躍があるが、その科学的根拠は不明である。また、

短距離走トレーニングで用いるトウイングを走幅跳に応用した事例はあるが、その踏切準備や踏切動作への

影響について詳細に検討したものはない。

本研究の自的は、傾斜板走幅跳およびトウイング走幅跳の踏切準備および踏切動作の特徴をバイオメカニ

クス的に明らかにし、走幅跳の専門的トレーニング手段としての有効性を検討し、 トレーニング手段として

用いる場合の示唆を得ることである。そのため、以下の研究課題を設定した。

課題 1 踏切地点の傾斜の大きさが走幅跳の踏切準備および踏切動作に及ぼす影響の検討

課題 2 傾斜板走幅跳の踏切準備および踏切動作への即時的効果の検討

課題 3 トウイングが走幅跳の踏切準備および踏切動作に及ぼす影響の検討

課題4 トウイング走縞跳の踏切準備および踏切動作への即時的効果の検討

課題 5 走幅跳の技術トレーニング手段として用いる場合の示唆の提示

2. 各研究課題に関する成果

2.1 踏切地点の傾斜の大きさが走幅跳の踏切準儀および踏切動作に及ぼす影響の検討

男子大学走幅跳選手 8名に、 4種類の走幅跳(①中助走跳躍、②傾斜 5.0度の傾斜板跳躍、③傾斜 2.5度

の傾斜板跳躍、④傾斜O度のフラット板跳躍)を行わせた。踏切 3歩前から踏切離地までの撮影および踏切

の地面反力計測を行い、各謹キネマティクスおよび踏切脚のキネティクスを算出した。

その結果、以下のことが明らかとなった。

①傾斜板走幅跳は、傾斜角度に関わらず踏切動作に溜有跳躍と相違はないが、踏切接地時の下向き速度が小
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さいため、踏切離地時の鉛直速度は閤有跳躍よりも大きい。

②フラット板走幅跳は、踏切脚全体の前方屈転速度が増大し、固有跳躍よりも踏切で、の水平速度の減少が小

さく、大きい鉛直速度を獲得した。

③傾斜板走幅跳では、踏切 1歩前 (L1)支持期において、国有跳躍よりも身体重心を上昇させて踏切へ移

行し、フラット板走幅跳では L1非支持期において踏切脚大腿の引き戻しと振上脚の引き付けによるシザー

ス動作が大きくなった。

2.2 傾斜板走幅跳の踏切準備および踏切動作への即時的効果の検討

課題 lと同様の 8名に、傾斜板走幅跳後に Post跳躍として国有跳躍を行わせた。

その結果、以下のことが明らかとなった。

①傾斜板走幅跳後では、踏切中の身体重心速度の減速が小さく、速度変換効率は向上した。

②国有跳躍よりも路切前半における踏切脚大腿の前方自転速度が大きくなり、踏切脚膝関節の屈曲が小さく、

伸展角速度も小さいために、膝関節伸展筋群が力を発揮しやすい状態となり、踏切中盤以降の膝関節伸展

トルクが増大し、鉛直地面反力が増大した。

2.3 トウイングが走幅跳の踏切準備および踏切動作に及ぼす影響の検討

男子大学走幅跳および十種競技者 13名に、 3種類の走幅跳(①全助走跳躍、②牽引を行った中助走跳躍、

③中助走跳躍)を行わせた。牽引は等張性牽引装霞 (SPEED-MAX、NISI丑社)を用いて、助走開始時の張

力は 5kg重に、その後 3kg重まで漸減する方法で牽引した。また、相対速度変換指数(助走速度に対する

踏切中の水平速度の減少量の比率、以下、 RVCI)を算出し、被験者をトウイングの効果が高い群とそうで

ない群に分け比較した。

その結果、以下のことが明らかとなった。

①トウイング走幅跳では、 RVCIが増加した被験者(以下、対応できた被験者)とそうでない被験者がみられ、

対応できた被験者は罰有跳躍と同程度の鉛直速度を獲得したが、水平速度の減少は小さかった。

②対応できた被験者は、踏切脚大腿および踏切脚全体をより引き戻して踏切接地し、対応できなかった被験

者は接地時の踏切脚の振り出しが大きかった。

③対応できた被験者は、踏切前半における踏切脚大腿の前方回転速度が固有跳躍よりも大きく、踏切脚の屈

曲が小さい状態で身体の起こし回転が行われ鉛直速度を獲得Lた。

2.4 トウイング走幅跳の踏切準備および踏切動作への即時的効果の検討

被験者は課題 3の内の 10名であり、 トウイング走幅跳後に Post跳躍として国有跳躍を行わせた。

その結果、以下のことが明らかとなった。

①トウイング走幅跳による踏切準備および踏切動作への共通の即時的効果は見られなかった。

②踏切における水平速度の減少が大きい被験者では、 トウイング走幅跳後に身体の前方自転が大きくなり、

水平速度の減少が小さくなって鉛直速度を獲得しており、 RVCIと跳擢距離が増加した。

2.5 走幅跳の技術トレーニング手段として用いる場合の示唆の提示

研究課題 1~4 に関して得られた知見から、示唆を引き出した(示唆については、結論を参照)。

3. 結論

本研究で得られた知見から、傾斜板およびフラット板走幅跳、 トウイング走幅跳は走幅跳の専門的技術ト
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レーニング手段として有効であることが明らかになり、 トレーニング手段として以下の示唆が得られた。

①フラット板走幅跳は踏切に移行する直前の踏切鰐と振上郷のシザース動作、身体の素早い起こし回転によ

り小さい水平速度の減少で鉛直速度を得る踏切動作の習得に適したトレーニング手段であり、踏切でのブ

レーキが大きい選手に特に有効で、ある。

②傾斜板、フラット板走幅跳はともに、空中時間を長くでき、空中動作や着地動作の改善に適したトレーニ

ング手段であり、本研究の範囲では 5.0度の傾斜板の方が有効で、ある。

③傾斜板、フラット板走幅跳と固有跳躍を交互に行う方法は、減速の小さい踏切への移行や踏切動作を引き

出すトレーニング方法として利用できる。

④トウイング走幅跳は踏切における水平速度の減少を小さくし、速度変換効率の良い踏切動作を習得する有

効なトレーニング手段になる。

⑤トウイング、走幅跳の効果的な実施には、踏切脚を引き戻した接地、踏切準備で支持脚の振り出しが過度に

ならない牽引力の設定が重要であり、踏切準備での拘の振り出しゃ競技レベルを考慮する必要があるが、

本研究の結果から 7.20m前後の選手であれば、 5kg重から 3kg重への漸減法が適切であるc

審査の結果の要旨

本研究は、傾斜板およびフラット板という走縞跳の技術トレーニングでこれまでにもよく用いられてきた

器具、および選手を牽引する装置(トウイング装置)の踏切準備および踏切動作への影響およびこれらの即

時的効果の有無をバイオメカニクス的に詳細に検討し、走幅跳のトレーニングに役立つ示唆を引き出そうと

したものである。

論文審査委員会では、これらの手段のバイオメカニクスからみた効果はよく明らかにされているが、その

根底にある人間の動作変容の原則をどのように考えているか、選手の技能水準や競技水準に応じたこれらの

手段の適用はどのように考えているか、踏切準備動作への影響をどのように考えているかなどの質問があり、

著者はまだ不明な点があり今後の研究課題とする必要があるとしながらも、適切に回答したc また、今後の

研究の発展の方向について質問があり、本研究で対象としたトレーニング手段をより有効に現場で用いるよ

うにするには、技能水準に着目した研究が必要であるとの回答があった。

このように解決すべき課題はあるが、博士論文としての形式や論理性の点では大きな問題がなく、得られ

た知見と示唆も現状としては優れたものであると高く評価された。したがって、本論文は、体育科学の博士

論文に相応しいと判断された。

よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

806 


